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こころ 継がれて 広がって

──住民主体の集いの公園づくり

風水害に備えて

自分の好きなことで喜んでもらう

──みゆきまつりに移動演芸隊ふれあい

カルチャー ふるさとの伝承巻三

人権の視点 音楽と人権

ハイスクールリポート

島のニュース

ヘルシー愛ランド（健康）

お知らせのページ

今月生まれのわんぱくちゃん

まちの人口と世帯数
（ 年 月末現在）
男 人
女 人
合 計 人
世帯数 世帯

今月の表紙

おはようございます 、 おはよう 。

声を交し合いながら子どもたちが、次々

とバスから降りてきました。木江小学校

の朝の風景です。一人ひとりに笑顔で出

迎えるのは、岡田眞校長。それぞれの教

室に入ると、思い思いに選んだ本を開き

ます。毎日の読書時間です。

大崎上島町

を
期
待
し
ま
す
。
教
育
委
員
会
も

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
、

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
大
崎
花
の

里
は
、
中
野
出
身
の
小
林
二
一
さ

ん
（
大
阪
府
箕
面
市
）
が
私
財
を

投
じ
て

年
に
開
い
た
シ

バ
ザ
ク
ラ
の
観
光
庭
園
で
す
が
、

昨
春
か
ら
松
浦
二
郎
さ
ん（
沖
浦
）

が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
藤
解
詮
雄

さ
ん
（
広
島
市
）
が
所
蔵
す
る
詩

集
や
ビ
デ
オ
等
を
寄
贈
さ
れ
て
、

花
ひ
ら
く
真
民
文
庫
の
開
設
、
タ

ン
ポ
ポ
の
会

の
支
援
な
ど
島
内

外
を
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
人
の
輪

が
広
が
っ
て
新
し
い
集
い
の
公
園

づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
花

の
里
島
民
集
い
公
園
整
備
事
業

（
花
の
里
・
タ
ン
ポ
ポ
の
会
）…

（
平
成

）年
度
大
崎
上
島

町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
に
採
択

念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く

坂
村

真し
ん

民み
ん

住
民
主
体
の

集
い
の
公
園

づ
く
り

大
崎
花
の
里

花 は人の心を培います
小林 二一さん

仕事で長く故郷を離れている間に荒れ
てしまった先祖の土地を回生させたい、
また町おこしの一助としたいと願って、
退職後に花の里を開いたのですが、病気
で続けられなくなりました。松浦さんと
いう私の心を継いでくれる人に出会えて
幸いです。花はいい。大阪で学校に勤め
ているころ、子どもたちの荒れに対して、
学区で 本立ての菊作りに取り組みまし
た。そのときに花の力を確信しました。

花

中本柑風さん（左）と小林ニ一さん

大
崎
花
の
里
（
中
野
）
に
、
詩

人
坂
村
真
民
さ
ん
（
愛
媛
県
砥
部

町
）
の
詩
碑
（
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら

く
）
と
あ
ず
ま
や
が
完
成
し
ま
し

た
。

月

日
に
開
催
さ
れ
た
除

幕
式
お
よ
び
祝
賀
会
に
は
、
バ
ラ

の
花
オ
ー
ナ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
参
加
者
な
ど
も
合
わ
せ
て
約

人
が
集
い
ま
し
た
。
高
田
幸

典
教
育
長
が

文
学
と
花
を
結
ぶ

一
つ
の
基
盤
・
拠
点
が
で
き
ま
し

た
。
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
発
展



巡 り合いの不思議
中本 柑

かん

風
ぷう

さん（花の里・タンポポの会代表）

念じておれば本当に花ひらくのだなあと思いま
す。私財を投じて郷土に役立ちたいという小林さ
んの働き、香川県高松市出身の松浦さんの熱意、
お 人のまごころを側面から支援したい、と花の
里・タンポポの会は結成されました。今回の事業
費を捻出するためにバラ一株オーナー募集のアイ
デアもここから出されました。人が寄れば様々な
知恵や力が出てきます。
私は個人的に坂村真民先生に魅せられて長きに
わたりますが、ここに来て、まさか坂村先生の詩
のご縁でまちづくり・島づくりの輪に入るとは
思ってもみませんでした。花が好きで花の里へ、
詩が好きで花の里へ、理由はどうであれここに
集っている、これも巡り合いの不思議です。是非
とも、皆さんの楽しみの場として花の公園をめざ
し尽力していきたいと思います。

巡

ハーブを使った香りの花束づくりで応援。 みど
りの風のみなさん。みどりの風は、 誰もが楽しめ
る地域の庭づくり で 年度大崎町ふるさとづく
り事業補助金を受けて立ち上がったグループです。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

町
内
の
団
体
や
個
人
が
主
催
す

る

生
涯
学
習
や
人
材
育
成
の
た

め
の
研
修
会
開
催
や
参
加

生
活

文
化
・
福
祉
向
上
を
目
的
と
す
る

事
業

町
の
団
体
や
個
人
が
主
催

す
る
他
の
地
域
と
の
交
流
推
進
を

目
的
と
し
た
事
業
等
に
対
し
て
町

が
支
援
し
ま
す
。
補
助
金
額
は
補

助
対
象
経
費
の

分
の

以
内
。

限
度
額

万
円
。
た
だ
し
、

視
察
研
修
や
派
遣
旅
費
に
つ
い
て

は

分
の

以
内
。
限
度
額
あ
り
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

黒柳徹子さんのブ
ルーベリー畑
バラ園
ガーデニンググッズ入れ
わんちゃんの散歩
道案内板

んさ郎二浦松

真写・表代里の花崎大 ）端左

りま始がか何らかここ …うそ
し親に里の花にんさ皆

う
どはにくだたいでん

いとうろだいよらたし
わ

。すまいてえ考もつ
ガも道歩散のんゃちん

れ
入ズッググンニデー

行実即らたいつい思も 。すで
、むし楽て

見を花）笑
を歩散、むし楽でん摘

しをりべ
ゃしおりたし

、りだん読を詩、りた
たしとり

たっゆでここ
いてしご過を間時の島

こ。すで
のいたきだた

の度の 業事備整園公のい集
バ、てしとけか

っきを
さ皆のーナーオ花のラ

と々方の勢大め
始をん

たしまきでがりがなつ 、朝今。
しをトーサンコでここ あないた

い聞をきやぶ
つういと

たしまりなくしれうて

イアな由自のんさ皆
。

用活にい思い思でアデ
い幸とるけだたいてし 。すで

んさ郎二浦松

真写・表代里の花崎大 ）端左

りま始がか何らかここ …うそ
し親に里の花にんさ皆

う
どはにくだたいでん

いとうろだいよらたし
わ

。すまいてえ考もつ
ガも道歩散のんゃちん

れ
入ズッググンニデー

行実即らたいつい思も 。すで
、むし楽て

見を花）笑
を歩散、むし楽でん摘

しをりべ
ゃしおりたし

、りだん読を詩、りた
たしとり

たっゆでここ
いてしご過を間時の島

こ。すで
のいたきだた

の度の 業事備整園公のい集
バ、てしとけか

っきを
さ皆のーナーオ花のラ

と々方の勢大め
始をん

たしまきでがりがなつ 、朝今。
しをトーサンコでここ あないた

い聞をきやぶ
つういと

たしまりなくしれうて

イアな由自のんさ皆
。

用活にい思い思でアデ
い幸とるけだたいてし 。すで

母の日に、母を迎えて
バラの花オーナーの皆さんと



こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
が
発
生
し
や
す
く
、

大
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
、
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
が
出
て

き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
家
庭
で
で
き
る
対
応
策

を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線
で
伝
え
ら
れ

る
注
意
報
や
警
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
日
ご
ろ

か
ら
台
風
や
豪
雨
な
ど
気
象
の
変
化
に
は
関
心
を
も

つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
ら
か
じ
め
、
地
域
の
避
難
場
所
や
安
全
な
避
難

路
を
家
族
で
確
認
し
あ
い
、
近
所
の
危
険
箇
所
を
把

握
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

ラ
ジ
オ
や
懐
中
電
灯
、
非
常
用
の
飲
料
水
、
食
料
、

医
薬
品
、
衣
類
な
ど
、
持
ち
出
す
も
の
を
ま
と
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

気
象
や
雨
量
の
状
況
に
注
意
し
、
少
し
で
も
危
険

を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
避
難
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

地
す
べ
り
…
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た
り
ひ
び

割
れ
が
広
が
っ
た
り
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す
。

沢
や
井
戸
、
が
け
か
ら
し
み
出
る
水
が
濁
る
。

が
け
崩
れ
…
が
け
に
亀
裂
が
入
っ
た
り
亀
裂
が
広

注
意
報
や
警
報
に
注
意

避
難
場
所
・
方
法
の
確
認

緊
急
時
の
必
需
品
の
用
意

早
め
に
避
難
を

危
険
の
前
ぶ
れ

が
っ
た
り
小
石
が
ば
ら
ば

ら
落
ち
て
く
る
。

土
石
流
…
山
鳴
り
、
立
ち

木
の
裂
け
る
音
、
石
の
ぶ

つ
か
り
合
う
音
が
聞
こ
え

る
。
雨
が
降
り
続
い
て
い

る
の
に
川
の
水
位
が
下
が

る
。
川
の
水
が
急
に
濁
っ
た
り
流
木
が
混
ざ
り
は

じ
め
た
り
す
る
。

風
水
害
に
限
ら
ず
災
害
が
発
生
し
、
ま
た
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
町
で
は
町
長
を
本
部

長
と
し
て
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。
県
や
消

防
な
ど
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
っ
て
、
被

害
状
況
や
危
険
箇
所
の
確
認
や
応
急
処
置
、
必
要
に

応
じ
て
住
民
へ
の
避
難
命
令
の
発
令
な
ど
、
災
害
応

急
対
策
を
行
い
ま
す
。

避
難
命
令
は
、
町
長
や
警
察
官
、
知
事
の
命
令
を

受
け
た
職
員
が
広
報
車
で
行
い
ま
す
。
広
範
囲
に
わ

た
る
と
き
は
、
防
災
行
政
無
線
放
送
を
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。

落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

次

災
害
な
ど
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
避
難
す
る
と
き
に

は
、ガ
ス
器
具
の
元
栓
を
締
め
る
、電
気
器
具
の
コ
ー

ド
を
抜
く
な
ど
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
と
き
、
あ
ま
り
荷
物
が
多
い
と
身
の
動
き

が
不
自
由
に
な
り
思
わ
ぬ
結
果
を
招
く
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
携
行
品
は
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
の
と
き

避
難
命
令

避
難
命
令
が
出
た
ら



東

野

外

表

地
域
芸
能
文
化
伝
承
館

鮴

崎

鮴
崎
役
場
出
張
所
、
鮴
崎
老
人
集
会
所

垂

水

垂
水
老
人
集
会
所

古

江

古
江
老
人
集
会
所

盛

谷

盛
谷
老
人
集
会
所
、

東
野
小
学
校
体
育
館

白

水

東
野
中
学
校
体
育
館
、

東
野
文
化
セ
ン
タ
ー
、

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

白
水
老
人
集
会
所

小

原

小
原
老
人
集
会
所

上

組

上
組
老
人
集
会
所

下

組

観
光
農
林
漁
業
経
営
管
理
所

矢

弓

矢
弓
老
人
集
会
所
、

東
野
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

太

田

東
野
解
放
教
育
集
会
所
、
太
田
集
会
所

脇
之
浦

脇
之
浦
集
い
の
館

生
野
島

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
、

生
野
島
老
人
集
会
所
、
草
の
浦
集
会
所

中

野

山

尻

山
尻
老
人
集
会
所

東
原
下

東
原
下
老
人
集
会
所

原

下

原
下
集
会
所

本

郷

本
郷
老
人
集
会
所

片

浜

大
崎
上
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

大

西

大
西
老
人
集
会
所
、
大
崎
産
業
会
館

向

山

大
崎
中
学
校
、
向
山
老
人
集
会
所

長

島

長
島
集
会
所

東

野

中

野

原
田
・
大
串

瀬

井

瀬
井
集
会
所

原

田

西
野
公
民
館
、
西
野
小
学
校

大

串

広
島
ゆ
た
か
農
協
大
串
支
所
、
大
串
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー

木

江

木

江

岩
白
会
館
、
木
江
解
放
集
会
所
、
長
寿
会

館
、
旧
木
江
小
学
校
体
育
館
、
旧
木
江
幼

稚
園
、
木
江
会
館
、
木
江
公
民
館
講
堂
、

浄
泉
寺
、
天
寿
会
館
、
木
江
港
交
流
倶
楽

部
か
も
め
館
、
木
江
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

大
崎
海
星
高
校
木
江
校
舎
、

沖

浦

木
江
中
学
校
、
上
の
谷
会
館
、
大
崎
上
島

漁
協
、
木
越
会
館
、
沖
浦
漁
村
セ
ン
タ
ー
、

円
妙
寺
、
沖
浦
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
、
木

江
小
学
校
、
木
江
幼
稚
園

明

石

明
石
会
館
、
松
浦
道
場
、
広
島
ゆ
た
か
農

協
明
石
支
所
、
明
石
地
域
集
会
所

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
生
活
情
報
・
緊
急
の
と

き
・
災
害
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課（
本
庁
）

原
田
・
大
串

木

江

緊
急
の
と
き
の
避
難
場
所

町
で
は
安
全
や
防
災
の
た
め

に
、
長
期
計
画
を
立
て
て
河
川

の
改
修
や
急
傾
斜
地
の
崩
壊
を

防
ぐ
た
め
の
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
梅
雨
の
時
期
に
向
け
て

は
町
道
の
沿
道
等
の
除
草
や
水

路
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

河
川
の
改
修
が
進
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
は
小
原
川
、
下
名

川
、原
田
川
等
、広
島
県
事
業
・

町
事
業
合
わ
せ
て
町
内

箇
所

の
調
査
・
施
工
を
予
定
し
て
い

ま
す
。（
建
設
課
）

ま
た
、
町
内
各
地
で
は
区
民

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
水
路
掃
除

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

白
水
区
で
は
、

月

日
、

区
民
に
よ
る
地
区
内
水
路
と
農

道
白
水
線
（
新
農

道
）
の
清
掃
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新

農
道
か
ら
見
る
瀬

戸
内
海
は
私
た
ち

白
水
区
民
の
自
慢
、

こ
の
場
所
を
私
た

ち
の
手
で
き
れ
い

に
し
た
い
と
思
う

の
で
す

と
白
水

区
長
長
谷
川
南
城

さ
ん
。



環
境
も
い
い
し
、
皆
さ
ん
が

口
々
に
声
を
か
け
て
下
さ
る
の
で
、

み
ゆ
き

に
来
る
と
ほ
っ
と
し

ま
す
。ふ

れ
あ
い

の
出
し
物
は
、

歌
あ
り
踊
り
あ
り
マ
ジ
ッ
ク
あ
り
。

メ
ン
バ
ー
は
、
銀
行
員
、
会
社
員

や
元
警
察
官
、
喫
茶
店
の
マ
マ
や

リ
ン
パ
腺
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
、
主

婦
な
ど
仕
事
や
立
場
も
様
々
で
す

が
、
芸
が
好
き
で
、
人
を
喜
ば
す

の
が
好
き
で
、
人
と
ふ
れ
あ
う
の

が
好
き
な
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。

活
動
は
か
れ
こ
れ

年
余
り
。

そ
の
昔
、
広
島
鉄
道
公
安
室
で
は
、

毎
年

月
、

線
路
に
入
ら
な
い

運
動

の
広
報
の
た
め
職
員
で
構

成
し
た
演
芸
隊
が
保
育
所
や
幼
稚

園
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
に
、
せ
っ
か
く
の
芸
を
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
も

ら
っ
た
ら
ど
う
だ
と
い
う
こ
と
で
、

仕
事
で
は
な
く
自
主
的
に
老
人

ホ
ー
ム
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
初
め
て
の
時
、

こ
ん
な
に
も
喜
ん
で
く
れ
る
の
か
、

と
感
動
し
た
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
国
鉄
が

に
変
わ
っ
た

時
に
も
、
こ
の
活
動
を
続
け
た
い

と
思
い
、
仲
間
と
と
も
に
新
た
に

ふ
れ
あ
い

を
結
成
し
ま
し
た
。

ど
こ
へ
行
く
に
も
大
抵
は
手
弁
当

で
出
か
け
ま
す
。

今
日
の
メ
ン
バ
ー
は

人
。

台
の
ワ
ゴ
ン
車
で
広
島
か
ら
や
っ

て
来
ま
し
た
。
天
気
よ
し
風
景
よ

し
、
気
の
合
っ
た
仲
間
で
ち
ょ
っ

と
し
た
小
旅
行
の
気
分
で
す
。
こ

ん
な
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
。

ふ
れ
あ
い

の
ス
テ
ー
ジ
の

お
し
ま
い
は
、
い
つ
も
会
場
の
皆

さ
ん
と
の
握
手
で
す
。
去
年
も
今

年
も
、
初
出
演
の
歌
手
が
こ
こ
で

感
激
の
あ
ま
り
涙
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
私

た
ち
が
励
ま
さ
れ
、
続
け
て
い
け

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

少
年
野
球
で
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、
プ
ロ
野
球
の
選
手
に
な
り
た
か
っ
た
。

中
学
で
身
長
の
伸
び
が
止
ま
っ
た
。
も
う
だ
め
だ
と
思
っ
た
。
荒
れ
た
。

将
来
の
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
高

の
夏
、
競
艇
の
選
手
は
ど
う

か
と
人
が
す
す
め
て
く
れ
た
。
宮
島
へ
観
戦
に
行
っ
た
。
実
力
で
稼
げ
る
、

こ
の
体
を
生
か
す
の
は
こ
の
道
し
か
な
い
と
思
っ
た
。
本
気
に
な
っ
た
。

進
路
指
導
の
先
生
に
相
談
し
た
。
だ
め
じ
ゃ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
。
や
っ

て
み
ん
と
わ
か
ら
ん
じ
ゃ
ろ
う
、
反
撥
心
が
や
る
気
に
な
っ
た
。
親
父
は
、

や
り
た
い
よ
う
に
や
っ
て
み
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。
競
艇
学
校
を
受
験
し

た
。
倍
率

倍
、

次
試
験
で
落
ち
た
。
働
き
な
が
ら
次
の
試
験
を
め
ざ

す
。

回
目
、

歳
の
誕
生
日
を
前
に
も
う
後
が
な
か
っ
た
。

競
艇
学
校
は
全
寮
制
。
生
活
規
程
は
細
か
く
、
違
反
し
た
ら
即
退
学
。

ヵ
月
毎
に
試
験
。
進
級
試
験
に
卒
業
試
験
、
さ
ら
に
プ
ロ
の
登
録
試
験
。

落
第
し
た
ら
そ
の
時
点
で
夢
の
終
わ
り
。
中
途
脱
落
者
が
相
次
い
だ
。
自

分
も
帰
り
た
い
と
思
っ
た
。
で
は
、
夢
を
あ
き
ら
め
る
の
か
？
い
や
だ
、

あ
き
ら
め
な
い
。
苦
し
い
時
、
家
族
や
彼
女
が
励
ま
し
て
く
れ
た
。
こ
こ

に
き
て
、
こ
れ
ま
で
自
分
が
ど
れ
だ
け
甘
え
た
生
活
を
し
て
き
た
か
に
気

づ
い
た
。
親
の
あ
り
が
た
さ
や
周
り
の
人
の
大
切
さ
。
先
輩
を
敬
う
こ
と

も
自
然
と
身
に
つ
い
て
い
っ
た
。

大
き
な
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
今
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
小

さ
な
目
標
を
定
め
る
。
失
敗
し
て
も
気
付
く
事
が
あ
る
。
達
成
感
が
自
信

を
培
う
。
そ
の
積
み
重
ね
で
こ
こ
ま
で
来
た
。
夢
は
果
て
し
な
い
。
自
分

は
こ
れ
か
ら
も
そ
う
や
っ
て
行
く
だ
ろ
う
。

演じる私も高齢者（笑）

お別れは握手で。覚えとるよ。アンタのこと
去年の日記に書いとるけんね、と言われてま
たうれしくなりました。

黄色い帽子と青い上
着を覚えとる人、手
を上げて（福本隊長）

望望
月月
圭圭
介介
先先
生生
遺遺
徳徳
顕顕
彰彰
会会
はは
解解
散散
しし
、、
財財
産産
をを
町町
にに
寄寄
付付
しし
まま
しし
たた

中野出身。大崎海星
高校卒。今年 月に
競艇学校（福岡県大
和町）卒業。 月、
宮島でプロデビュー。
人間、目標ができ
たら行動できます

夢
を
あ
き
ら
め
な
い

や
っ
て
み
ん
と
わ
か
ら
ん
じ
ゃ
ろ
う

夢
を
あ
き
ら
め
な
い

明
る
く
楽
し
く
懐
か
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
す
っ
か
り

お
な
じ
み
の
移
動
演
芸
隊
ふ
れ
あ
い
の
隊
長
福

本
隆
志
さ
ん
と
皆
さ
ん
に
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

プ
ロ
競
艇
選
手

川

崎

公き
み

靖や
す

さ
ん



昭
和

年
に
設
立
さ
れ
た
財
団

法
人
望
月
圭
介
先
生
遺
徳
顕
彰
会

（
旧
東
野
町
、
大
崎
町
、
木
江
町
、

豊
町
の
有
志
で
構
成
）
は
、
会
員

の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
今
後
の

運
営
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

合
併
に
よ
り
大
崎
上
島
町
と
な

り
、
旧
大
望
月
邸
も
平
成

年

月
か
ら
海
と
島
の
歴
史
資
料
館
と

し
て
町
が
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

平
成

年
度
理
事
会
で
、
旧
大

望
月
邸
も
町
有
財
産
と
な
り
広
島

県
教
育
委
員
会
の
許
可
を
得
ま
し

た
の
で
、
大
崎
公
園
の
整
備
も
あ

わ
せ
て
お
願
い
し
財
産
を
町
に
寄

付
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

大
崎
上
島
町
長
か
ら
、旧

町
の

有
志
で
設
立
さ
れ
た
会
の
貴
重
な

財
産
を
今
後
大
切
に
整
備
管
理
す

る
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成

年

月

日
を
以
っ
て

次
の
財
産
を
町
に
移
管
し
ま
し
た
。

土
地

雑
種
地

平
方

メ
ー
ト
ル

株
式

中
電

株

預
金
（
現
金
）

万

円

財
団
法
人
望
月
圭
介
先
生
遺
徳
顕

彰
会

家
庭
に
お
け
る
児
童
の
福
祉

の
向
上
を
図
る
施
策
の
一
環
と

し
て
、
家
庭
児
童
相
談
室
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
室
に
は
、
家
庭
児
童
相

談
員
と
し
て
、
広
島
県
東
広
島

地
域
事
務
所
か
ら
母
子
自
立
支

援
員
が
週

回
（
火
曜
日
・
金

曜
日
）
派
遣
さ
れ
、
家
庭
で
の

児
童
に
関
す
る
相
談
・
母
子
福

祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
家
庭

訪
問
を
行
い
、
月

回
本
庁
・

大
崎
支
所
で
相
談
日
を
設
け
ま

す
。
児
童
や
母
子
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
児
童

相
談
所
等
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
専
門
的
な
助
言
を
受

け
て
お
答
え
し
ま
す
。

な
お
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳

守
し
、
親
切
、
丁
寧
に
対
応
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
生
活

福
祉
係

家
庭
児
童
相
談
員
・

母
子
自
立
支
援
相
談
員

小
川

洋
子
さ
ん

（
広
島
県
東
広
島
地
域
事
務
所

福
祉
課
）

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
、
午

前

時
か
ら
午
後

時
ま
で
、

大
崎
上
島
町
福
祉
事
務
所
に
駐

在
し
て
い
ま
す
。

母
子
自
立
支
援
相
談
員
と
し

て
、
竹
原
市
の
ふ
れ
あ
い
相
談

等
で
様
々
な
相
談
事
に
長
年
対

応
し
て
き
た
経
験
を
生
か
し
て
、

大
崎
上
島
町
の
健
や
か
な
子
育

て
や
母
子
の
自
立
な
ど
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。
秘
密
は
か
た

く
守
り
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月

日（
木
・
み
ど
り
の
日
）、

介
護
老
人
保
健
施
設
み
ゆ
き
（
東

野
）
で
、
第

回
み
ゆ
き
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
み
ゆ
き
を
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
施
設
を
開
放

し
て
い
ま
す
。
焼
き
そ
ば
、
お
す

し
、
ソ
ー
ダ
フ
ロ
ー
ト
な
ど
食
品

バ
ザ
ー
や
広
島

大
学
邦
楽
部
の

演
奏
、
清
水
ヶ

丘
高
校
の
演
劇

な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
広
島

商
船
高
専
、
大

崎
海
星
高
校
、

東
野
中
学
校
の

学
生
・
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、

子
ど
も
連
れ
な
ど
地
域
の
皆

さ
ん
が
大
勢
訪
れ
て
賑
わ
い
ま
し

た
。

ふ
れ
あ
い

の
公
演
は
祭
り

の
目
玉
で
す
。

年
程
前
に
東
野

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
み
ゆ
き
祭

に

何
か
楽
し
い
こ
と
を

と
考

え
て
い
た
時
、
或
る
銀
行
の
機
関

紙
で
そ
の
存
在
を
知
り
公
演
を
依

頼
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
公
演
が

大
好
評
で
、
以
来
、

み
ゆ
き

で
は
、
毎
年
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。

ふ
れ
あ
い

の
皆
さ
ん
も
、

施
設
内
を
見
学
し
た
り
利
用
者
の

皆
さ
ん
と
親
し
く
言
葉
を
交
わ
し

た
り
、
年
々
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て

い
ま
す
。

どじょう、どこへ逃げた？

望
月
圭
介
先
生
遺
徳
顕
彰
会
は
解
散
し
、
財
産
を
町
に
寄
付
し
ま
し
た

望
月
圭
介
先
生
遺
徳
顕
彰
会
は
解
散
し
、
財
産
を
町
に
寄
付
し
ま
し
た

福
祉
事
務
所

（
木
江
支
所
）に

家
庭
児
童
相
談
室

お
気
軽
に
ご
相
談
を

望
月
圭
介
先
生
遺
徳
顕
彰
会
は
解
散
し
、
財
産
を
町
に
寄
付
し
ま
し
た

小鳥のさえずりも聞こえます
（木江支所中庭）



CULTURE

月
号
で
ご
紹
介
し
た
大
崎
上
島
の
郷
土
史
研
究

家

金
原
兼
雄
さ
ん
の

ふ
る
里
の
伝
承
・
巻
三

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

大
崎
上
島
に
は
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
あ
り
、

地
域
の
方
々
が
継
承
し
て
き
た
伝
統
・
文
化
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
郷
土
の
貴
重
な
資
料
を
ま
と
め
た
ふ

る
里
の
伝
承

前

巻
の
集
大
成
と
し
て
の
第
三
巻

を
、是
非
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ふ
る
里
の
伝
承
・
巻
三
（

ペ
ー
ジ
）

編
集
・
執
筆

金
原
兼
雄

発
行

大
崎
上
島
町
教
育
委
員
会

価
格

円

目
次
紹
介

序

章

古
絵
図

芸
・
備
・
予
州
島
嶼
部
、
大
崎
上
島
周
辺

伊
能
忠
敬
浦
島
測
量
図

第

章

埋
も
れ
て
い
た
ふ
る
里
の
伝
承
…
知
ら
れ
ざ
る
大
崎

上
島
の
日
本
一
、
雪
舟
と
良
寛
に
つ
な
が
る
島
の

人
脈
、
島
の
医
療
と
西
洋
医
学
、
郷
土
の
偉
人
望

大
崎
上
島
町
で
は
、
平
成

年

月
の

町
合
併
を
機
に
国
・
県

の
支
援
を
受
け
、
光
フ
ァ
イ
バ
に

よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
高
速
通

信
回
線
）
環
境
の
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
平
成

年
度
末
に
は
、

町
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
に
至
り
、

こ
の
環
境
は
、
日
本
全
国
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
こ
の

％
エ
リ
ア
カ
バ
ー
を
祝
し
て

開
催
す
る
も
の
で
す
。
今
後
、
町

内
全
域
で
こ
の
超
高
速
の
通
信
環

境
を
利
用
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
が
便
利
に
な
る
施
策

を
実
施
し
て
行
く
た
め
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
す
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
総
務
省
高
度
通
信
網

振
興
課
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、

先
進
的
か
つ
実
践
的
な
地
域
づ
く

り
の
た
め
の
基
調
講
演
を
受
け
ま

す
。
ま
た
、
沖
縄
県
と
大
崎
上
島

町
の
小
中
学
校
を
光
フ
ァ
イ
バ
で

結
ん
で
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
実

証
実
験
を
行
い
、
超
高
速
の
通
信

環
境
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

当
日
の
模
様
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
も
生
中
継
す
る
予
定

で
す
。

と
き

月

日

時

分

時
（
開
場

時
）

と
こ
ろ

大
崎
上
島
文
化
セ
ン

タ
ー

ホ
ー
ル
神
峰

主
催

大
崎
上
島
町

共
催

総
務
省
中
国
総
合
通
信
局
、

情
報
通
信
月
間
推
進
協
議
会
、

中
国
情
報
通
信
懇
談
会

後
援

広
島
県
、
広
島
商
船
高
等

専
門
学
校
地
域
共
同
交
流
セ
ン

タ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ア
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、

中
電
工

参
加
料

無
料

定
員

名

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
情
報
係

光
フ
ァ
イ
バ
の

利
活
用
に
向
け
て
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

月
に
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
地

区
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
基
づ
き
、

光
フ
ァ
イ

バ
の
利
活
用
に
向
け
て

と
題
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
広
報
紙
と
併
せ
て
全
戸

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
の
方

針
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

月
圭
介
翁
、
大
崎
上
島
の
幕
末
二
大
騒
動
（
御
台

場
騒
動
、
鮴
崎
騒
動
）、
封
建
社
会
の
悲
恋
・
吉

枝
谷
の
心
中
と
そ
の
背
景
他

第

章

連
想
の
歴
史
…
西
行
法
師
と
明
石
の
西
行
橋
、民
話
の

ふ
る
里
遠
野
物
語
か
ら
島
の
民
話
を
考
え
る
他

第

章

大
崎
上
島
未
来
へ
の
提
言
…
消
え
行
く
干
拓
の
遺
構

の
保
存
、
オ
ー
ク
の
木
の
植
樹
を
通
し
て
国
際
交

流
と
自
然
環
境
を
考
え
る
、
瀬
戸
の
離
島
の
夢
の

ま
た
夢

島
の
奥
の
細
道

句
碑
・
歌
碑
で
島
お

こ
し
、
眠
る
観
光
資
源
の
有
効
活
用
他

第

章

温
故
知
新
・
島
を
巡
っ
て
…
大
崎
上
島
・
島
四
国
八

十
八
ヶ
所
の
巡
拝
、
西
国
三
十
三
観
音
霊
場
と
大

崎
上
島
三
十
三
観
音
巡
拝
の
し
お
り
、
島
の
四

季
・
花
を
尋
ね
て
他

附
・
大
崎
上
島

歴
史
・
名
勝

め
ぐ
り

一
巻
は
す
で
に
完
売
し
て
い
ま
す
が
、
二
巻
は
若

干
の
在
庫
が
あ
り
ま
す
。（

円
）

お
求
め
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
、
情
報
プ

ラ
ザ
・
エ
ル
、
大
崎
公
民
館
、
東
野
公
民
館
、
木
江

公
民
館
で
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
大
崎

上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

金原 兼雄さん



地
籍
調
査
と
は
？

地
籍
調
査
は
皆
さ
ん
の
立
会
い

の
も
と
に
一
筆
ご
と
に
精
密
な
調

査
・
測
量
を
行
い
新
し
く
正
確
な

地
図
と
帳
簿
を
作
成
し
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
土
地
の
正
し
い
位

置
・
地
番
・
境
界
・
地
目
・
区
画

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

現
在
、
法
務
局
に
備
え
付
け
て

あ
る
公
図
や
登
記
簿
は
、
明
治
の

初
期
に
作
ら
れ
た
も
の
を
基
礎
と

し
、
こ
れ
に
加
除
訂
正
を
加
え
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
の
土

地
に
比
べ
て
大
き
さ
も
形
も
不
明

確
で
あ
っ
た
り
、
測
量
も
不
正
確

で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
の

が
実
態
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
に
役
立
ち
ま
す

公
共
事
業
の
円
滑
化
、
災
害
の

復
旧
、
土
地
取
引
の
円
滑
化
、
ま

ち
づ
く
り
、
土
地
に
か
か
る
ト
ラ

ブ
ル
の
未
然
防
止
、
課
税
の
適
正

化

な
ど

（
平
成

）年
度

地
籍
調
査
実
施
区
域

調
査
実
施
区
域

原
田
・
大
串

地
区

字
名
（
床
田
、
長
道
、
長

道
山
、
青あ

お

井い

原ば
ら

、
先
長
道

さ
き
な
が
み
ち

、
後

う
し
ろ

平び
ら

、

恋こ
い

地じ

、
聳
解

そ
び
と
げ

、
大
谷
、
瀬
井
山
、

先さ
き

瀬
井

せ

い

、
瀬
井
西
、
瀬
井
東
、
越こ

し

木き

ケ
峠

と
う
げ

、巾き
ん

着
ち
ゃ
く

石い
し

、
東

ひ
が
し

井い

濱ば
ま

山や
ま

）

今
夏
、
地
籍
調
査
に
伴
う
一
筆

調
査
説
明
会
を
、
土
地
所
有
者
に

対
し
て
開
催
し
ま
す
。
日
時
は
、

対
象
者
宛
て
に
後
日
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
課
地

籍
調
査
係
（
大
崎
支
所
）

（
平
成

）年
度

地
籍
調
査
実
施
区
域

月

日
か
ら
、
木
江
明
石
、

木
江
沖
浦
、
鮴
崎
の
各
郵
便
局
で

各
証
明
書
等
の
交
付
事
務
の
取
り

扱
い
を
し
ま
す
。

交
付
で
き
る
証
明
書
等

住
民
票
の
写
し
（
本
人
ま
た
は

本
人
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
者

に
限
り
ま
す
）

印
鑑
登
録
証
明
書
（
本
人
の
も

の
に
限
り
ま
す
）

納
税
証
明
書
（
本
人
の
も
の
に

月

日
に
開
催
し
た
農
業
委

員
会
で
は
、

広
島
ゆ
た
か
営

農
販
売
部
の
国く

に

実ざ
ね

久ひ
さ

二じ

部
長
を
招

き
、
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

町
・
農
協
・
農
業
委
員
会
間
で
農

業
の
担
い
手
育
成
方
針
の
意
識
統

一
を
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
流

動
化
は
農
業
委
員
会
と
農
協
が
連

携
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

仕
事
と
結
婚
を
テ
ー
マ
に

と
き

月

日

日

と
こ
ろ

国
立
江
田
島
青
年
の
家

（
安
芸
郡
江
田
島
町
）

参
加
資
格

中
学
生
を
除
く

歳

歳
程
度
の
青
少
年

内
容

仕
事
・
結
婚
を
テ
ー
マ

に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
交
流
会

参
加
料

円
（
宿
泊

費
・
食
事
代
を
含
む
）

申
し
込
み
期
限

月

日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
ス
ト
ピ
ア
中
央
（
広
島
市

中
央
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

勤
労
青
少
年
の
日

記
念
事
業

限
り
ま
す
）

請
求
者
は
郵
便
局
の
受
付
へ
、

印
鑑
と
本
人
を
確
認
で
き
る
証
明

等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
課

ほ
か
各
支
所
地
域

振
興
課
住
民
係
、
鮴
崎
・
木
江

沖
浦
・
木
江
明
石
の
各
郵
便
局

原
田
・
大
串
地
区
で
も
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
現
在
検
討
中
で
す
。

月

日
か
ら

郵
・
便
・
局
で
住
民
票
等
を
交
付
し
ま
す

月

日
か
ら

鮴崎郵便局

大崎上島町役場（本庁）

木江沖浦郵便局

木江明石郵便局

大
崎
上
島
町
内
で
は
、

年
度
か
ら
国
土
調

査
法
に
基
づ
き
、
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地

籍

調

査

に

御

協

力

く

だ

さ

い



音
楽
に
国
境
は
な
い
と
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
実
際
、世
界
の
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
に
固
有
の
音
楽
が
あ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
や

ア
ン
デ
ス
の
人
里
離
れ
た
小
さ
な
谷
あ
い
の
村
に
も
、

ま
た
、
ア
マ
ゾ
ン
の
奥
地
や
サ
ハ
ラ
砂
漠
地
方
の
集

落
に
も
、
特
有
の
音
楽
が
あ
る
。
音
楽
は
人
々
の
生

活
と
切
り
離
せ
な
い
存
在
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

一
切
の
音
楽
を
禁
止
す
る
こ
と
、す
な
わ
ち
、歌
う
こ

と
も
、奏
で
る
こ
と
も
、聞
く
こ
と
も
、禁
止
す
る
と
い

う
こ
と
は
、恐
ら
く
人
権
侵
害
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、た
く
さ
ん
の
人
権
関
係
の
書
物
や
論
文
に

目
を
通
し
た
が
、
音
楽
に
対
す
る
権
利
と
い
う
言
葉

は
、つ
い
ぞ
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、

あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
と
言
え
る
ほ
ど
音
楽
は
人

間
存
在
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
音
楽
に
国
境
は
な
い
と
い
う
言
葉
は
、

単
に
人
の
住
む
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
に
も
音
楽
が
あ

る
、あ
る
い
は
ど
ん
な
人
た
ち
に
も
固
有
の
音
楽
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
音

楽
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
に
特
有
の
個
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、よ
り
重
要
な
要
素
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
特
有
の
音
楽
が
、
他
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
理
解
さ
れ
、楽
し
ま
れ
、評
価
さ
れ
る
と
い
う
側
面

が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
差
別
の
対
象
に

さ
れ
て
き
た
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人（
黒
人
）も
、ル

イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
、
ハ
リ
ー
・
ベ
ラ
フ
ォ
ン
テ
、

ナ
ッ
ト
・
キ
ン
グ
・
コ
ー
ル
な
ど
、
音
楽
の
分
野
で

は
差
別
な
く
大
活
躍
し
て
き
た
。
日
本
特
有
の
音
楽

と
思
わ
れ
て
い
る
演
歌
歌
手
の
中
に
も
、
韓
国
や
中

国
出
身
の
人
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
い
る
。
そ
し
て
、

消
費
生
活
情
報

シリーズ

最
近
は
、
日
本
の
歌
謡
曲
が
近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国

で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。
坂
本
九
の

上
を
向

い
て
歩
こ
う

の
よ
う
に
、
ス
キ
ヤ
キ

の
タ
イ

ト
ル
で
世
界
的
に
ヒ
ッ
ト
し
た
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
歌
の
中
に
は
、平
和
、恋
、友
愛
、美
な
ど
、

人
類
普
遍
の
感
情
を
う
た
っ
て
、す
べ
て
の
人
た

ち
の
心
を
打
ち
、す
べ
て
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て

い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、音

楽
こ
そ
、人
種
、性
、言
語
、宗
教
、国
籍
を
超
え
て
、

全
人
類
を
つ
な
ぐ
心
の
架
け
橋
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
人
権
の
理
念
と
音
楽
と
は
、
普
遍
性

と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

他
方
で
、音
楽
の
中
に
は
、と
き
に
、女
性
に
関

す
る
固
定
的
な
考
え
方
を
前
提
に
す
る
歌
詞
や
民

族
意
識
を
高
揚
さ
せ
る
内
容
の
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
音
楽
は
、人
権
の
促
進
に
と
っ
て
む
し
ろ

マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
も
つ
。
し
か
し
、そ
れ
は
、音

楽
に
内
在
す
る
問
題
性
と
い
う
よ
り
は
、音
楽
の

使
い
方
の
問
題
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
の

歌
詞
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
性
格
を
一
変

さ
せ
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
意

識
的
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
音
楽
ほ
ど
、

人
の
個
性
、
民
族
の
個
性
を
表
わ
し
、
親
し
ま
れ
、

楽
し
ま
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
音
楽
と
人
権
の

関
係
を
も
う
少
し
研
究
し
、
人
権
促
進
の
た
め
の

音
楽
の
役
割
、
音
楽
に
対
す
る
権
利
な
ど
に
つ
い

て
、
論
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

横
田
洋
三

中
央
大
学
法
学
部
教
授
・
国
連
人
権

促
進
保
護
小
委
員
会
委
員
・
国
連
大
学
学
長
特
別

顧
問
（

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

ア
イ

ユ

資
料
よ
り
）

音
楽
と
人
権

海外宝くじ 申し込んでもいないのに当選海外宝くじ 申し込んでもいないのに当選

【事例】
海外宝くじの一等に当選。賞金を振り込む手続きが必要なので連絡してほしい というダイレクト

メールが届いた。海外宝くじを申し込んだことはないので不審に思い、読んでみると 登録料 千円を
現金かクレジットカードで支払うように と書かれている。どうすればよいか。（ 歳代 男性）
国内での購入は違法です
海外宝くじは、海外に出かけた際の現地での購入については国内法に規定はありませんが、日本国内

で海外宝くじの発売、発売の取次ぎ、授受を行うことは刑法 条（富くじ発売等）に抵触すると解釈
されています。
刑法 条は、日本国内で 富くじ の発売、発売の取次ぎ、授受を行うことを禁じていますが、例外的

に法律で認められている富くじ（ 宝くじ や スポーツ振興くじ（サッカーくじ） 等）もあります。
申し込んでもいないのに くじ に当選するということはありえません。このようなダイレクトメー

ルが届いても、連絡はせずに無視するようにしましょう。もし、クレジットカードの番号等を教えてし
まうと、参加料等の名目で代金を引き落とされ続けることにもなりかねません。
海外宝くじの購入を勧めるダイレクトメールが届く場合もありますが、購入するだけでも国内では違

法ですから、絶対に申し込まないようにしましょう。

竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町総務課

火・木曜日 奇数月の第 金曜日

消費生活相談窓口
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HIGH SCHOOL REPORT

広島商船高専は、 月 日 みどりの日に呉市に
おいて開催された 第 回呉みなと祭 に出展した。
昨年に引き続き 回目となる同校は、市役所近辺
のメイン会場広場において、各学科のパネル展示や
工作機によるキーホルダー作り実演、おもしろロ
ボット実演等を行った。また、港会場においては、
同高専練習船 広島丸 の船内見学会や手作りゼロ
ハンカ 乗車会を行った。
各会場ともに大勢の来場者が詰めかけ、特に子ど

もたちは、家庭にあるリモコンで動くロボットの操
作体験や手作りゼロハンカ の運転で歓声を揚げる
など、汗ばむ陽気の中大いに賑わった。

本校では平成 年 月より、朝の新聞タイムを設
けています。これは全教職員が輪番で新聞各紙から
記事を切り抜き、 版裏表にまとめたものを朝の
ホームルームの前 分間で生徒が読むというもので、
月 日に 号に達しました。 ひまわり と名づ

けられたこのプリントの内容は、政治・経済からス
ポーツ、科学、芸能と幅広く、活字離れが叫ばれる
現在の生徒への情報提供や小論文対策に役立ってい
ます。
なお、この 号達成に関する記事は、 月 日

付の中国新聞にも掲載されています。

みゆき祭へ参加
月 日におこなわれた みゆき 祭に、今年度

も 名の本校生徒がボランティアスタッフとして参
加しました。入所されているお年寄りや家族の方に、
焼きソバやポップコーンのなどの販売を行いました。
参加した生徒からは お年寄りとの接し方や接客の
マナーが分かり良かった と感想が聞かれました。
このボランティアには福祉授業選択者を中心に毎年
参加しており、今年で 年目になります。

呉みなと祭 に出展 号達成、朝の新聞タイム
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時

分

開館時間

月 日 月 日の休館日休館日

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

月 日
東野文化センターホール
ネットワークの光と影

電子制御工学科 教授 松島 勇雄

第 回文化セミナー



月 日、広島の （特定非営利活
動法人）コーチズと私たち上島ソーラン会
で、フラワーフェスティバルに参加しまし
た。当日は、アリスガーデン、カーネーショ
ンステージ、紙屋町のシャレオの ヶ所で
ソーラン踊りを踊りました。コーチズの人
たちの踊りと違うところがあって不安でし
たが、違いは違いでよかったと思います。
参加したメンバーは皆、できたら来年も出
たいという気持ちでした。たくさんの人た
ちの前で踊れたので感激しました。（お便
りは上島ソーラン会代表 藤原龍秀さん）

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

ソ
ー
ラ
ン
踊
り

上島ソーラン会

東野スポーツ少年団（代表
田口宣雄さん・監督村上弘康
さん）が、 月 日、ろうき
ん旗広島県学童選手権大会で、
三津ナインスターズを 対
で下して優勝しました。続い
て 月 日、第 回読売旗・
報知杯争奪戦県中部地区少年
野球大会で初優勝、 月 日
の県大会（広島市民球場）に
出場します。総勢 人の少人
数ながら、今季、めきめき力
をつけて快進撃中です。

た
だ
今
、
快
進
撃
中

東野スポーツ少年団

月 日、中野小学校グラウンドで子ども会フットベースボール大会が開催されま
した。主催は町子ども会育成連合会（会長武内猛さん）。大崎地区では恒例の大会で
すが、今年は町内全域に呼びかけ、 チームが参加しました。優勝は大西（写真右）、
準優勝の東野学区（写真左）はフットベースボール初体験。 位は向山 でした。

フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
で

交
流

町子ども会育成連合会

もっと しあわせ（？）の
つ葉のクローバー

町内のどこで見つけたか内緒。
つ葉のクローバーのあると

ころは匂いでわかります、と
か。

見つけた人より

おしごと、
がんばってね
月 日、本庁総務課

にて
ルンビニ幼稚園



もうすぐお別れ 驚嘆すべき大崎上島
《 》

《日本語》
こんにちは皆さん。日本での時間はとても速く過ぎ

ました、そして 月にニュージーランドに帰る準備を
しながら、最初に来た頃とても奇妙であったすべての
ことについて考えました（でも今は普通だと思ってま
す ）私が来たとき、私は日本の車に驚きました
カーナビとテレビの画面に 私は以前に一度もそのよ
うな車を見たことがありませんでした ここに住む
たくさんの色々な大きさの虫たちが私のアパートの中
にどうやって入る方法を見つけるのか なぜ納豆が見
た目はひどいのに味はいいのでしょうか なんてここ
の季節は美しいのでしょう、それになんという気温の
違いでしょう 人々はなんてたびたびスーパーマー
ケットに行くのでしょう、そして彼らの買うものの少
ないのこと （ニュージーランドではたいていの家族
が 週間に 度買い物をします ）午前 時に鳴る町
のチャイム。（週末にさえ ）咲いたみかんの花から
の驚くべき香り はるかに青い影のようにかすんで美
しく見える内海の島々。驚嘆すべき所です セーラ

七福神になっちゃった

中国電力 大崎発電所エネルギアグループが、環境
展を開催します。環境月間にちなみ、発電所が取り組
んでいる環境保全対策や活動をパネルで紹介、発電所
で排出される石炭灰を配合した陶器（備前焼等）や盆
栽の展示、海砂代替材の紹介など。大崎上島文化セン
ター ホワイエで、 月 日 日まで。

地域とのふれあいを…

環境展
大
崎
発
電
所
・
エ
ネ
ル
ギ
ア
グ
ル
ー
プ



検診などで血液検査を受けたときに高尿酸血症と
いわれたら注意が必要です。高尿酸血症は圧倒的に
男性に多く、自覚症状が全くないのが特徴で、その
まま気づかずに治療せずにいると、さまざまな合併
症が発症、進行します。尿酸が増えすぎると血液中
に溶けていることが出来なくなり、関節に尿酸が尿
酸ナトリウムの結晶としてたまります。ある日突然、
足の親指などが腫れ上がり激しい痛みをもたらす通
風発作は、これが原因となって関節炎を起こした状
態です。また、腎臓や尿管などの尿路系にたまると
尿路結石ができます。通風腎と呼ばれている腎臓の
機能障害は昔からよく知られており、尿酸が腎臓の
組織に蓄積して腎臓の働きが低下します。通風の患
者さんの 分の は、腎機能障害が現れる前でも尿
蛋白が陽性になるといわれています。その他にも脳
血管障害、動脈硬化症、高血圧症、高脂血症、虚血
性心疾患などを合併することが多いことがわかって
おり、症状がなくても高尿酸血症を改善しなければ
なりません。
尿酸が増加する主な原因は遺伝的素因にあるとい

われており、それに生活習慣やストレスなどいくつ
かの要素が重なり合って高尿酸血症になると考えら

県立安芸津病院 （ ）

一般内科副部長 梶原 剛 先生 高尿酸血症、通風について

れています。生活習慣の具体的なものとして、過食
やアルコールの過剰摂取、運動不足、肥満などがあ
ります。肉類やレバー、モツなどの内臓、魚卵（ア
ンキモ・イクラ・シラコなど）に多い食物中のプリ
ン体は体内に吸収されると分解されて尿酸が出来る
ので、尿酸が高いといわれた方は、このような食品
を出来る限り減らしてください。またアルコールを
摂取すると尿酸が増加することが分かっています。
アルコールのなかでもビールには尿酸の原料となる
プリン体が多く含まれているため、アルコール量の
割には尿酸が高くなりやすく、ちょっとさみしいで
すが、焼肉、もつ、ホルモン焼きにビールという組
み合わせはいけません。肥満気味の人はその人の体
格や消費活動量にあったカロリーで、バランスよく
栄養を摂ることが大切です。ただ、急激に減量する
と体の細胞が壊れ、かえって尿酸値が上がることが
あるので無理は禁物です。また、尿酸が尿に排泄さ
れやすくするために水分を十分摂り、尿をアルカリ
性にする食品（海草、野菜など）を摂るように心が
け、ジョギングなどの適度な有酸素運動を行うこと
も効果があります。それでも尿酸値が下がらなけれ
ば薬物治療をしたほうがよいでしょう。

保健衛生課（木江支所内） ・

思春期の子ども、あるいはいったん社会に出た方が、 自分の部
屋にこもってほとんど話さない ずっと家にいて学校や仕事に行っ
ていない 買物などの外出はするが、人付き合いはほとんどして
いない など、家族のことで心配していませんか？

対 象
・竹原市・東広島市・賀茂郡・安芸津町・大崎上島町在住で、長
期にわたり社会参加をしない状態が続いている方及びその家族。

・家族だけの相談でもかまいません。
・原則として現在精神科で通院治療を受けている方は対象外です。

日 時
保健師による面接により相談日を決定します。相談は予約制で

無料、秘密は厳守。
次の専門相談日 月 日

ところ 東広島地域事務所 階
まずはお電話ください。

申込・問い合せ先
広島県東広島地域保健所保健課

内線

思春期の子ども、あるいはいったん社会に出た方が、 自分の部
屋にこもってほとんど話さない ずっと家にいて学校や仕事に行っ
ていない 買物などの外出はするが、人付き合いはほとんどして
いない など、家族のことで心配していませんか？

対 象
・竹原市・東広島市・賀茂郡・安芸津町・大崎上島町在住で、長
期にわたり社会参加をしない状態が続いている方及びその家族。

・家族だけの相談でもかまいません。
・原則として現在精神科で通院治療を受けている方は対象外です。

日 時
保健師による面接により相談日を決定します。相談は予約制で

無料、秘密は厳守。
次の専門相談日 月 日

ところ 東広島地域事務所 階
まずはお電話ください。

申込・問い合せ先
広島県東広島地域保健所保健課

内線

ひきこもり相談ひきこもり相談

精神科医による ひきこもり 専門相談

精神保健福祉相談のご案内

心の病について、本人に限らず
家族や関係者からの相談に応じま
す。相談の秘密は厳守します。

精神科医による精神保健福祉相談日
（毎月第 金曜日）

と き 月 日 時 分
ところ 東広島地域保健所
要予約（前日の午前中までに）

精神保健福祉相談員による相談

電話で、面接で、随時受け付け
ています。

相談・予約・問合せ先
東広島地域保健所保健課

内線

精神保健福祉相談のご案内

精神科医による精神保健福祉相談日
（毎月第 金曜日）

精神保健福祉相談員による相談



幅広い料理に名を連ねるものの、トマトやカボチャなどのよう
に目立ちもせず、ひたすら味を支える脇役に徹している。タマネ
ギには何となくそういった印象があります。そんなタマネギです
が、最近は血をサラサラにするヘルシー野菜として結構注目され
ています。これはタマネギを切った時に涙を誘う硫化アリルとい
う成分の働きです。この成分は他にも食欲を促したり、肉や魚の
臭みを消したり、ビタミン の吸収を助けたりといろいろな活
躍をします。
今回はそのタマネギをデンと主役にすえてみました。とろけた
チーズの香りとタマネギの甘味がいい具合にマッチし、大葉の香
味が軽い刺激となり、やみつきになりそうな一品です。

お口からの健康づくり
ハチマルニイマル

運動 をご存知ですか。

歯の健康は、豊かで楽しい人生を過ごすために、とても大切なことです。
また、おいしく食べるためには、 本位の歯が必要だとされています。
そこで、生涯を通じた歯の健康づくりを図るため、 歳で 本の歯を保つ ことを目標とした運動が進められ

ています。実際には、 歳の人の平均本数は 本です。

タマネギ（中） 個
スライスチーズ 枚
（とろけるタイプ）
大葉 枚
カツオ節 少々

タマネギは横に厚さ にスライスし、グリル
に入れ、中火で焼く。
だいたい火が通ってきたころ、とろけるスライスチー
ズをタマネギの上にのせ、蓋をして蒸し焼きにする。
お皿に盛り、カツオ節と大葉のせん切りをのせ、 の
調味料を混ぜ合わせたタレをかける。
付け合せに に切ったプチトマトを添える。

新玉ねぎのステーキ

材料と分量 （ 人分）材料と分量

作り方作り方

Healthy Island

エネルギー
たん白質
塩分

ひひききここももりり相相談談

（ 歯科訪問事業の実施）
町では、 運動を推進するため、町内の 歳の方に通知し、自分の歯が 本以上残っている（治療した歯も

含む）と思われる方に連絡してもらい、歯科衛生士さんと保健師が訪問する 歯科訪問事業を行っています。
訪問では、歯の残存歯及び口腔内の状況を見せていただき、口腔清掃について指導及び、健康相談を行います。
平成 年度は、大正 年生まれの方（ 人）に通知し、次の 名の方が、 運動を達成されていました。

町では、引き続き事業を行いま
すので、 を達成していると思
われる方は、お気軽にご連絡くだ
さい。

また、歯科健康診査や乳幼児期・学童期を対象に、お口の健康づくりとして、フッ素塗布・フッ素洗口事業、
むし歯予防教室等むし歯予防を目的に事業を行っています。
保健事業について、問い合わせや相談等ありましたら、お気軽にご連絡下さい。
保健衛生課 保健指導係 （保健師・栄養士直通）

みりん 小さじ
濃口しょうゆ 小さじ
出し汁 小さじ

プチトマト 個

涙の名脇役、タマネギを主役に

氏 名 区

田 中 澄 正さん 原 田
藤 堂 幸 春さん 大 串
吉 岡 滿 茂さん 盛 谷
小 島 サワ子さん 盛 谷
長 尾 サチコさん 小 原
松 浦 宏 守さん 向 浜

氏 名 区
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国
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厚
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お
知
ら
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す
。

毎
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に
、

月
定
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支
払
か
ら
翌
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の

月
定
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ま
で
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各

期
支
払
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払
額
等
が
一
括
し
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記
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さ
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た
年
金
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込
み
通
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が
、
年
金
受
給
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に
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さ
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た
だ
し
、
支
払
額
に
変
更
が
あ
っ
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合
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の
つ
ど
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低
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融
資
で
勤
労
者
の
暮
ら
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し
ま
す

低
利
融
資
で
勤
労
者
の
暮
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を
応
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し
ま
す

自
治
体
と
労
働
金
庫
が
提
携
し
た
融
資
制
度

生
活
資
金
を
融
資
す
る
制
度
を
竹
原
市
、
安
芸
津
町
、
大
崎
上
島
町
と

労
働
金
庫
が
共
同
で
設
立
。
低
金
利
で
暮
ら
し
の
応
援
を
し
ま
す
。

対
象

竹
原
市
、
安
芸
津
町
、
大
崎
上
島
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
勤
労
者
で
、
労
働
金
庫
の
審
査
を
パ
ス
し
た
方

使
途

住
宅
費
、
教
育
費
、
介
護
器
具
の
購
入
費

限
度
額

万
円

利
率

・

％
（

月

日
現
在
）

期
間

年
以
内
の
返
済

保
証

保
証
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
。
別
途
保
証
料
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
国
労
働
金
庫
竹
原
支
店

税
務
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募
集

税
務
職
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募
集

受
験
資
格

昭
和

年

月

日

昭
和

年

月
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生
ま
れ

の
者

試
験
の
程
度

高
校
卒
業
程
度

申
し
込
み
期
間

月

日

月

日
（
消
印
有
効
）

申
し
込
み
先

採
用
希
望
地
を
所

轄
す
る
人
事
院
地
方
事
務
局

（
所
）

第

次
試
験

月

日

試
験
地

広
島
国
税
局
管
内
で
は
、

鳥
取
市
、
松
江
市
、
岡
山
市
、

広
島
市
、
福
山
市
、
山
口
市

試
験
科
目

教
養
試
験
、
適
正
試

験
、
作
文
試
験

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

広

島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係

ま
た
は
竹
原
税
務
署
総

務
課

（
国
税
庁
）

広
島
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
が
、

今
年
度
の
中
途
失
明
者
緊
急
訓
練
事
業

と
補
助
犬
（
盲
導
犬
）
給
付
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

申
込
の
締
め
切
り
は

月

日
。

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
指
導
係
障
害
者
担
当（
木
江
支
所
内
）ま
で
。

広
島
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
が
、

今
年
度
の
中
途
失
明
者
緊
急
訓
練
事
業

と
補
助
犬
（
盲
導
犬
）
給
付
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

申
込
の
締
め
切
り
は

月

日
。

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
指
導
係
障
害
者
担
当（
木
江
支
所
内
）ま
で
。

ふるさとクルーズ 月 日
集合場所 竹原内港（大崎上島以外の参加者）、白
水港（大崎上島）

コース 大崎上島町ぐるり、瀬戸内しまなみ街道を
船内から展望、下蒲刈町の蘭島閣美術館見学

参加費用 円（昼食代、入館料）
募集人数 人（応募者多数の場合は抽選）
参加資格 広島中央広域（大崎上島町を含む 市
町）圏内にお住まいの方で、小学生以上。ただし
小学生は保護者同伴。

申し込み方法 往復はがきにて。往信用に参加者の
住所・氏名・年齢・性別・電話番号を、返信用に
返信先の住所・氏名を記入のこと。（ 枚で 人
まで可） 月 日 必着。
申し込み・問い合わせ先 広島中央広域行政組合竹
原分室 竹原市中央 丁目

バスツアー 月 日 雨天決行

北部コース …集合場所 ゆめタウン東広島駐車場
見学場所 きよにし交流館（そば打ち体験・柏も
ち作り）、向用倉農業公園（桃園）、中国醤油醸造
協同組合 参加費用 人 円（昼食代込み）
南部コース …集合場所 東広島市役所 見学場所
酒蔵通り、町並み保存地区、バンブー ジョイ ハイランド
（竹の館） 参加費用 人 円（昼食代込み）
募集人数 各 人（応募者多数の場合は抽選）
参加資格 広島中央広域圏内にお住まいの方
申込方法 往復はがきにて。希望コースと参加者全
員の住所・名前・年齢・性別・電話番号（代表者）
を記入、返信用に返信先の住所、名前を記入のこ
と。 月 日 （必着）。
申し込み・問い合わせ先 広島中央広域行政組合企
画担当 東広島市西条上市町 番
号

北部コース

南部コース

広島中央広域ツアーにご参加を広島中央広域ツアーにご参加を広島中央広域ツアーにご参加を



年 月 日 月 日

当番医は変更になることがあります。受診の前に確認してください。

月 日 曜 事 業 名 ・ 会 場 ・ 時 間 予 防 接 種
日 当番医 岡本医院 月は日本脳炎

の期間となっています。
皆様には、大変ご迷
惑をおかけしておりま
すが、個別にご案内し
た、予防接種予定の変
更についてご確認のう
え、予防接種を受けて
下さい。

月 がん講演会 木江公民館講堂

火

上島コスモス 木江保健福祉センター
健康栄養相談 木江会館
農業委員会

水
健康栄養相談 西野公民館
育児相談 東野保健福祉センター （受付）

木

上島トーク会 東野保健福祉センター
広島商船文化セミナー ネットワークの光と影 東野文化センター
育児相談 東野保健福祉センター （受付）

金

土

日

ひまわり会絵本の読み語り 情報プラザ・エル
消防団基礎教育訓練 中野小グラウンド

当番医 寺元医院
月

火 エネルギアグループ環境展 大崎上島文化センター（ 日）

水

健康栄養相談 大崎上島開発総合センター
健康相談 東野保健福祉センター （受付）
断酒会 東野保健福祉センター
大崎上島町 フェスタ 大崎上島文化センター

木

金 上島トーク会 東野保健福祉センター

土

映画 猟奇的な彼女 大崎上島文化センター

つくしの会絵本の読みかたり 木江支所修養室

日
第 回ふれあい原田（公民館まつり） 西野公民館

当番医 満岡医院
月

火

水 育児相談 大崎上島開発総合センター （受付）
木

金

土

日

大崎中学校音楽祭 大崎上島文化センター
第 回木江地区各区対抗球技大会（ソフトボール・ソフトバレー） 木江中他

当番医 ときや内科
月

火

水 町県民税第 期および前納納期限

木

健康相談 東野保健福祉センター （受付）
健康相談 沖浦漁村センター
健康相談 東原下集会所

金 上島トーク会 東野保健福祉センター
土 彩友会展 東野文化センタ （ 日）

日 雄
ゆう

扇
せん

会
かい

（ゆかた会）発表会 大崎上島文化センター
当番医 田村医院

月 日 曜 事 業 名 ・ 会 場 ・ 時 間 予 防 接 種

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

広広島島中中央央広広域域ツツアアーーににごご参参加加をを



発
行
日

（

）年

月

日

発
行
編
集

大
崎
上
島
町
企
画
課

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野

番
地

平平成成

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

年交通事故発生状況
死亡事故 日数 日 （平成 ）年 月末現在

【 】は （平成 ）年 月末の数字です

広報 大崎上島 は、ホームページでご覧になれます。

編
集
後
記

人
の
夢
や
願
い
は
ど
の
よ
う
に

叶
う
の
で
し
ょ
う
。
今
月
の
テ
ー

マ
は

こ
こ
ろ

継
が
れ
て

広

が
っ
て

夢
を
見
つ
け
る
ま
で

の
道
の
り
。
実
現
ま
で
の
道
の
り
。

必
ず
し
も
ま
っ
す
ぐ
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、
願
い
続
け
る
こ
と
、
歩

き
続
け
る
こ
と

も
し
も
実
現

し
な
く
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
努
力

は
決
し
て
無
駄
で
は
な
く
自
分
の

た
め
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す

と
、
川
崎
公
靖
さ
ん
の
冷
静

さ

厚
く
雲
の
垂
れ
込
め
る
梅
雨

の
空
。
見
え
な
く
て
も
そ
こ
に
あ

る
、
月
も
星
も
太
陽
も
。
ど
ん
な

と
き
も
、
私
ひ
と
り
で
は
な
く
。

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
の
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん
に
掲
載
を
希
望
さ
れ

る
お
子
さ
ん
は
、
お
気
に
入
り
の
写
真
を
企
画
課

ま
で
。（
各
支
所
地
域
振
興
課
庶
務
係
で
も
お
預

か
り
し
ま
す
）
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

住
所
（
地
区
名
）、
保
護
者
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
要
件
は
、

月
に

歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
子
。期
限
は

月

日
。デ
ー

タ
で
い
た
だ
け
る
場
合
は
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

＠＠

松
まつ

浦
うら

宙生
ひろむ

ちゃん

中野・向山区

松
まつ

浦
うら

歩生
あゆむ

ちゃん

中野・向山区

コインシネマ

過激で凶暴でありながら実は傷つい
ている彼女の心を癒したい彼の心の行
方は？彼女の想いは？
本当の愛とは何かを考えさせられる、

韓国映画。字幕。
と き 月 日
開演
（開場はいずれも 分前）

参加協力券 前売り 円、当日 円
小学生以上有料

参加協力券取り扱い先
大崎上島文化センター
木江公民館
東野公民館他

問い合わせ先 玉田幸美
主催 大崎上島舞台鑑賞会あすなろ
後援 大崎上島町教育委員会

猟奇的な彼女

月
、
一
雨
ご
と
に
い
き
い
き

と
鮮
や
か
さ
を
増
す
ア
ジ
サ
イ
。

中
野
・
原
下
の
信
号
か
ら
本
郷
・

原
田
方
面
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
、

ア
ジ
サ
イ
の
道
が
続
き
ま
す
。
ふ

る
里
の
伝
承
・
巻
三
の
島
の
四

季
・
花
を
尋
ね
て
（
初
夏
）
に
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
の
ア
ジ
サ
イ

は
、
平
原
五
百
子
さ
ん
（
原
下
区
）

が
四
国
遍
路
で
通
っ
た
ア
ジ
サ
イ

の
道
に
感
激
し
て
、

大
崎
上
島

に
も

と
お
連
れ
合
い
の
協
力
を

得
て
育
て
始
め
た
も
の
で
す
。
通

る
人
が
き
れ
い
と
言
っ
て
喜
ん
で

く
れ
る
の
が
何
よ
り
う
れ
し
い
、

と
平
原
さ
ん
。
今
で
は
、
す
っ
か

り
地
域
の
花
の
名
所
に
な
っ
て
い

ま
す
。
見
ご
ろ
は
こ
れ
か
ら
。

月号のわんぱくちゃん、古坂幸
ゆき

大
ひろ

ちゃんは幸丈
ちゃんの誤りでした。お詫びして訂正します。
月号のわんぱくちゃん、古坂幸

ゆき

大
ひろ

ちゃんは幸丈
ちゃんの誤りでした。お詫びして訂正します。


